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なんぶ議会だより　第 88号３

６月定例議会報告

令和8年度一般会計の歳入歳出補正予算 賛成多数で可決

反対 一般会計では、高齢者の防犯対策予算で県
の補助がなくなっても町独自で残すべきで

あり、反対だ。

賛成 どれも重要な事業予算だ。防
犯の減額は当初予算時点で県

と緊密に連絡とり対応すべきであった。

討
論

陳情第４号 農家・生産者への所得補償制度の法制化を
　　　　　 求める陳情 賛成多数で採択

反対 現在、農業基本法、食管法などあり。
また中山間地域補償制度などもある。 賛成 農業経営を維持していくためには、

意欲ある全ての農業者が再生可能と
なる補償制度が必要である。

討
論

発議案第3号　町議会委員会条例の一部改正について

発議案第4号　農家・生産者への所得補償制度の法制化
　　　　　　  を求める意見書

陳情第5号　地方財政の充実・強化を求める陳情 全員一致で採択

　令和８年６月定例議会が５日（金）から17日（水）まで開催された。
　令和８年度の一般会計・特別会計の補正予算・条例の改正など計20議案と陳情２件、
追加議案２件、議員による発議案４件が審議された。

６月
定例議会

令和８年度
一般会計補正予算・国保税条例の一部改正 
　　　　　　　　　 （賛成10 反対2） 可決
特別会計・条例の一部改正 （全員一致）　可決

■一般会計の補正は、2136万5千円を追加し、総額80億5736万5千円とする。
■国民健康保険特別会計の補正は、262万9千円追加し、総額12億4562万9千円とする。
■後期高齢者医療特別会計の補正は、5万8千円追加し、総額2億6275万8千円とする。

・・・・・・・・・・・1373万5千円増額（母子生活支援施設入所）
・・・・・・・185万7千円増額（指定管理者撤退による直営）

・・・・・・・・・・・84万円増額（家屋災害対策金）
・・・・・・127万6千円増額（豪雪、地震被害復旧対策）

・・・・・・・・・・・・・・・・・170万円増額（起業される方への支援）
・・・・・△120万円減額（鳥取県補助削減による）

欠○○○○○○○○

×

欠

×

○令和８年度一般会計補正予算
議員名（議席番号順） 秋田  井原  﨏田  加藤  荊尾  滝山  米澤  長束  白川  三鴨  仲田  板井  真壁

・ひとり親家庭支援事業
・オートキャンプ場等管理事業
・令和８年島根県東部地震災害対策事業
・中山間地域共同施設災害復旧事業
・起業促進奨励事業
・防災対策事業（60歳以上家庭防犯対策）

主な補正

■南部町国民健康保険税条例の一部改正
  （子ども・子育て支援法改正による支援金制度創設に伴う一部改正）
■南部町職員等の旅費に関する条例の一部改正（宿泊基準改定）
■南部町森林等火入れに関する条例の一部改正（林野火災注意報運用開始によるもの）
■南部町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正（し尿処理費用値上げ）
■南部町広告式条例の一部改正（条例や規則等を町ホームページにも公布するもの）

条例改正

なんぶ議会だより　第 88号 ２

発議案
全員一致で可決

賛成多数で可決

欠

×

○○

×

○

×

○○○欠○○発議案第4号
議員名（議席番号順） 秋田  井原  﨏田  加藤  荊尾  滝山  米澤  長束  白川  三鴨  仲田  板井  真壁

　わが国の農業は物価・資材価格の上昇で岐路
に立たされている。農業従事者の平均年齢は、
2024年時点で69.2歳と引き上がっており、団塊
世代のリタイアに伴い急速な高齢化、後継者不
足が進んでいる。また異常気象対策などに直面
しており、このままでは食を支える基盤が揺ら
ぎ、耕作放棄地の増加、農村集落の崩壊に歯止
めが効かない状況となっている。
　一方、消費者においても、物価上昇などによ
る暮らしの環境は厳しくなっており、食料品の
急激な高騰は消費抑制と需要減退につながりか
ねなく、適正価格を維持できるよう所得補償制
度を構築し、生産者と消費者双方の暮らしの両
立を図ることが重要である。
　ついては、生産コストと販売価格の差額を補
填することを基本とし、意欲ある全ての農業者
が再生産可能となる、所得補償制度を速やかに
法制化することが必要である。 制度設計におい

ては、小規模・家族経営から大規模経営まで多
様な担い手が反映される仕組みを構築し、食料
安全保障を確立することが重要であり、下記の
事項を実現するよう強く求める。
　実効性のある所得補償制度の速やかな法制化 
農家・生産者が安定的に農業生産でき、かつ消
費者へ安定的に供給できるよう、実効性のある
主要農畜産物にかかる所得補償制度を新設する
ことを求める。 以上、地方自治法第99条の規定
により意見書を提出する。

令和８年６月17日
　　　　　　　　　鳥取県西伯郡南部町議会   

【提出先】内閣総理大臣、農林水産大臣、
　　　　　衆議院議長、参議院議長

オートキャンプ場 道河内地区　排水路復旧



なんぶ議会だより　第 88号３

６月定例議会報告

令和8年度一般会計の歳入歳出補正予算 賛成多数で可決

反対 一般会計では、高齢者の防犯対策予算で県
の補助がなくなっても町独自で残すべきで

あり、反対だ。

賛成 どれも重要な事業予算だ。防
犯の減額は当初予算時点で県

と緊密に連絡とり対応すべきであった。

討
論

陳情第４号 農家・生産者への所得補償制度の法制化を
　　　　　 求める陳情 賛成多数で採択

反対 現在、農業基本法、食管法などあり。
また中山間地域補償制度などもある。 賛成 農業経営を維持していくためには、

意欲ある全ての農業者が再生可能と
なる補償制度が必要である。

討
論

発議案第3号　町議会委員会条例の一部改正について

発議案第4号　農家・生産者への所得補償制度の法制化
　　　　　　  を求める意見書

陳情第5号　地方財政の充実・強化を求める陳情 全員一致で採択

　令和８年６月定例議会が５日（金）から17日（水）まで開催された。
　令和８年度の一般会計・特別会計の補正予算・条例の改正など計20議案と陳情２件、
追加議案２件、議員による発議案４件が審議された。

６月
定例議会

令和８年度
一般会計補正予算・国保税条例の一部改正 
　　　　　　　　　 （賛成10 反対2） 可決
特別会計・条例の一部改正 （全員一致）　可決

■一般会計の補正は、2136万5千円を追加し、総額80億5736万5千円とする。
■国民健康保険特別会計の補正は、262万9千円追加し、総額12億4562万9千円とする。
■後期高齢者医療特別会計の補正は、5万8千円追加し、総額2億6275万8千円とする。

・・・・・・・・・・・1373万5千円増額（母子生活支援施設入所）
・・・・・・・185万7千円増額（指定管理者撤退による直営）

・・・・・・・・・・・84万円増額（家屋災害対策金）
・・・・・・127万6千円増額（豪雪、地震被害復旧対策）

・・・・・・・・・・・・・・・・・170万円増額（起業される方への支援）
・・・・・△120万円減額（鳥取県補助削減による）

欠○○○○○○○○

×

欠

×

○令和８年度一般会計補正予算
議員名（議席番号順） 秋田  井原  﨏田  加藤  荊尾  滝山  米澤  長束  白川  三鴨  仲田  板井  真壁

・ひとり親家庭支援事業
・オートキャンプ場等管理事業
・令和８年島根県東部地震災害対策事業
・中山間地域共同施設災害復旧事業
・起業促進奨励事業
・防災対策事業（60歳以上家庭防犯対策）

主な補正

■南部町国民健康保険税条例の一部改正
  （子ども・子育て支援法改正による支援金制度創設に伴う一部改正）
■南部町職員等の旅費に関する条例の一部改正（宿泊基準改定）
■南部町森林等火入れに関する条例の一部改正（林野火災注意報運用開始によるもの）
■南部町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正（し尿処理費用値上げ）
■南部町広告式条例の一部改正（条例や規則等を町ホームページにも公布するもの）

条例改正

なんぶ議会だより　第 88号 ２

発議案
全員一致で可決

賛成多数で可決

欠

×

○○

×

○

×

○○○欠○○発議案第4号
議員名（議席番号順） 秋田  井原  﨏田  加藤  荊尾  滝山  米澤  長束  白川  三鴨  仲田  板井  真壁

　わが国の農業は物価・資材価格の上昇で岐路
に立たされている。農業従事者の平均年齢は、
2024年時点で69.2歳と引き上がっており、団塊
世代のリタイアに伴い急速な高齢化、後継者不
足が進んでいる。また異常気象対策などに直面
しており、このままでは食を支える基盤が揺ら
ぎ、耕作放棄地の増加、農村集落の崩壊に歯止
めが効かない状況となっている。
　一方、消費者においても、物価上昇などによ
る暮らしの環境は厳しくなっており、食料品の
急激な高騰は消費抑制と需要減退につながりか
ねなく、適正価格を維持できるよう所得補償制
度を構築し、生産者と消費者双方の暮らしの両
立を図ることが重要である。
　ついては、生産コストと販売価格の差額を補
填することを基本とし、意欲ある全ての農業者
が再生産可能となる、所得補償制度を速やかに
法制化することが必要である。 制度設計におい

ては、小規模・家族経営から大規模経営まで多
様な担い手が反映される仕組みを構築し、食料
安全保障を確立することが重要であり、下記の
事項を実現するよう強く求める。
　実効性のある所得補償制度の速やかな法制化 
農家・生産者が安定的に農業生産でき、かつ消
費者へ安定的に供給できるよう、実効性のある
主要農畜産物にかかる所得補償制度を新設する
ことを求める。 以上、地方自治法第99条の規定
により意見書を提出する。

令和８年６月17日
　　　　　　　　　鳥取県西伯郡南部町議会   

【提出先】内閣総理大臣、農林水産大臣、
　　　　　衆議院議長、参議院議長

オートキャンプ場 道河内地区　排水路復旧



６月定例議会報告　委員会報告

なんぶ議会だより　第 88号５ なんぶ議会だより　第 88号 ４

統合保育所建設調査特別委員会

　令和８年6月10日（水）統合保育所建設調査特別委員会が開催されました。
　子育て支援課からは「かきっこ保育園」の開園スケジュール等について、予定時期及び実施
内容について説明がありました。

　建設課からは統合保育所整備事業保育所新築工事(建築・外構)の変更内容及び工期について
の説明がありました。

・９月議会 財産貸付等の議案上程 議会議決後に公私連携基本協定の本協定発効 
・10月30日（金）園舎等の完成及び引き渡し 
・11月初旬県へ公私連携保育法人の届出（法人指定）
・11月16日（月）竣工式
・11月下旬 運営法人と財産貸付等の契約締結 開園及び開園式

１. 建築工事進捗
　⑴進捗状況（5月末時点） ・進捗率 38.1%（計画工程 53.4%）
　⑵現在の施工状況 ・外部屋根工事、外壁工事 ・内部内装工事 
2. 変更契約概要 
　①工事名 統合保育所整備事業保育所新築工事（建築・外構）
　②契約相手 松本組・フィディア特定建設工事共同企業体
　③契約額 ・当初 876,700,000 円 ・変更 873,504,500 円 ・増減額 △3,195,500 円 
　④工　期 ・当初 令和 7年 9月 5日から令和 8年 9月 30 日まで 
　　　　 　・変更 令和 7年 9月 5日から令和 8年 10 月 30 日まで 
　⑤契約日 令和 8年 6月 11 日（仮契約）

6月3日 撮影外部写真 5月30日 撮影内部写真

QRコードの読み取り方

①カメラ・ビデオを
　タップする。

②カメラを起動し、
枠の中心になるよう
QRコードをかざすと、
自動で読み込みます。

①カメラアプリを
タップしてカメラを
起動する。

③認識した文字をタップ
すると、読み込みます。

②QRコードに近づけると
自動で読み込み、認識した
文字が表示されます。

③読み取り結果（青い文字）
をタップすると、読み込み
ます。

QRコードを読み取ると、
青い文字で表示されます。
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　各議員の一般質問のページの顔写真の下にＱＲコードを入れています。スマホかタブレットで
読み取りをすると各議員の６月議会での一般質問を映像で見ることが出来ます。

議案第47号　令和8年度一般会計補正
追加議案 全員一致で可決

308万5千円（法人税還付金）を追加し、80億6045万円とするもの。

（内訳：基礎土工の見直しで　△927万２千円減額。ボルダリング壁設置、場外残土処分で607万6千円増額）

議案第48号　統合保育所整備事業（建築・外構）に関する変更契約について
変更前　8億7670万円→△319万5500円減額し
変更後　8億7350万4500円とする。

発議案第5号　地方財政の充実・強化を求める意見書 全員一致で可決
発議案第6号　非核三原則の堅持を求める意見書 賛成少数で否決

欠

×××××

○

×

○○欠○○発議案第6号
議員名（議席番号順） 秋田  井原  﨏田  加藤  荊尾  滝山  米澤  長束  白川  三鴨  仲田  板井  真壁

反対 「核なき世界」をめざしつつ、日米
同盟を柱とした核抑止政策と「持ち

込ませず」は整合性がとれているのか疑問だ。こ
こは、しっかり議論すべきだ。

賛成 国では非核三原則のあり方が議論さ
れようとしている。わが国は唯一の

被爆国であり非核三原則を堅持すべきである。よっ
て採択すべき。

討
論



６月定例議会報告　委員会報告

なんぶ議会だより　第 88号５ なんぶ議会だより　第 88号 ４

統合保育所建設調査特別委員会

　令和８年6月10日（水）統合保育所建設調査特別委員会が開催されました。
　子育て支援課からは「かきっこ保育園」の開園スケジュール等について、予定時期及び実施
内容について説明がありました。

　建設課からは統合保育所整備事業保育所新築工事(建築・外構)の変更内容及び工期について
の説明がありました。

・９月議会 財産貸付等の議案上程 議会議決後に公私連携基本協定の本協定発効 
・10月30日（金）園舎等の完成及び引き渡し 
・11月初旬県へ公私連携保育法人の届出（法人指定）
・11月16日（月）竣工式
・11月下旬 運営法人と財産貸付等の契約締結 開園及び開園式

１. 建築工事進捗
　⑴進捗状況（5月末時点） ・進捗率 38.1%（計画工程 53.4%）
　⑵現在の施工状況 ・外部屋根工事、外壁工事 ・内部内装工事 
2. 変更契約概要 
　①工事名 統合保育所整備事業保育所新築工事（建築・外構）
　②契約相手 松本組・フィディア特定建設工事共同企業体
　③契約額 ・当初 876,700,000 円 ・変更 873,504,500 円 ・増減額 △3,195,500 円 
　④工　期 ・当初 令和 7年 9月 5日から令和 8年 9月 30 日まで 
　　　　 　・変更 令和 7年 9月 5日から令和 8年 10 月 30 日まで 
　⑤契約日 令和 8年 6月 11 日（仮契約）

6月3日 撮影外部写真 5月30日 撮影内部写真

QRコードの読み取り方

①カメラ・ビデオを
　タップする。

②カメラを起動し、
枠の中心になるよう
QRコードをかざすと、
自動で読み込みます。

①カメラアプリを
タップしてカメラを
起動する。

③認識した文字をタップ
すると、読み込みます。

②QRコードに近づけると
自動で読み込み、認識した
文字が表示されます。

③読み取り結果（青い文字）
をタップすると、読み込み
ます。

QRコードを読み取ると、
青い文字で表示されます。

（
ら
く
ら
く
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
・

A
n
d
r
o
i
d
）

（
A
n
d
r
o
i
d
）

ア
ン
ド
ロ
イ
ド

ア
ン
ド
ロ
イ
ド

　各議員の一般質問のページの顔写真の下にＱＲコードを入れています。スマホかタブレットで
読み取りをすると各議員の６月議会での一般質問を映像で見ることが出来ます。

議案第47号　令和8年度一般会計補正
追加議案 全員一致で可決

308万5千円（法人税還付金）を追加し、80億6045万円とするもの。

（内訳：基礎土工の見直しで　△927万２千円減額。ボルダリング壁設置、場外残土処分で607万6千円増額）

議案第48号　統合保育所整備事業（建築・外構）に関する変更契約について
変更前　8億7670万円→△319万5500円減額し
変更後　8億7350万4500円とする。

発議案第5号　地方財政の充実・強化を求める意見書 全員一致で可決
発議案第6号　非核三原則の堅持を求める意見書 賛成少数で否決

欠

×××××

○

×

○○欠○○発議案第6号
議員名（議席番号順） 秋田  井原  﨏田  加藤  荊尾  滝山  米澤  長束  白川  三鴨  仲田  板井  真壁

反対 「核なき世界」をめざしつつ、日米
同盟を柱とした核抑止政策と「持ち

込ませず」は整合性がとれているのか疑問だ。こ
こは、しっかり議論すべきだ。

賛成 国では非核三原則のあり方が議論さ
れようとしている。わが国は唯一の

被爆国であり非核三原則を堅持すべきである。よっ
て採択すべき。

討
論



なんぶ議会だより　第 88号７ なんぶ議会だより　第 88号 ６

一般質問

南部町のホームページからも一般質問等の動画が見れます。

令和８年６月定例議会一般質問ダイジェスト
質　問　事　項

1

2

3

4

5

6

1

1

2

1

1

2

3

1

2

1

2

議 員 名 発言時間（分）

【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

令
和
８
年
６
月
議
会
を
終
え
て南

部
町
議
会
議
長

　景
山

　浩

　
６
月
定
例
議
会
は
６

月
５
日
か
ら
17
日
ま
で

の
13
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
皆
様
ご
承
知

の
通
り
、
南
部
町
、
そ

し
て
県
内
各
市
町
村
で

は
地
域
の
次
代
を
担
う

子
ど
も
を
増
や
す
た
め

に
、
様
々
な
子
育
て
支

援
を
講
じ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
先
に
発
表
に
な
っ
た
都
道
府
県
別
出
生
数
の
集
計
結
果
に
お

い
て
は
、
大
き
く
出
生
数
を
伸
ば
し
た
東
京
都
以
外
の
全
て
の
都
道
府
県

で
出
生
数
が
減
少
す
る
と
い
う
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
結
果
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
自
治
体
戦
略
２
０
４
０
に
お
い
て
、
地
方
に
は
地
域
や
産
業
を
支

え
る
人
材
不
足
に
よ
る
未
曾
有
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
事
態
が

現
実
の
も
の
と
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
議
会
で
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て

新
た
な
視
点
か
ら
の
議
論
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
酷
暑
や
大
雨
に
よ
る
被
害
発
生
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
夏
本
番

を
迎
え
ま
す
。
熱
中
症
や
集
中
豪
雨
へ
の
備
え
を
怠
ら
ず
、
元
気
で
安
全

に
こ
の
夏
を
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。

ふるさと納税の今後の対応は

通信環境整備とデジタル格差の解消

防災行政無線

林業整備施策

上下水道の広域化

ひまわり保育園の長期改修計画

中学校のクラブ活動

2033年国スポへの対応は

災害対策

統合保育所建設工事に伴う建設残土処理は

一般廃棄物処理施設の広域化

白川　立真

秋田佐紀子

板井　　隆

加藤　　学

荊尾　芳之

井原　啓明

30

30

30

30

30

30

Ｑ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
の
対
応
は

Ａ 

シ
ョ
ー
ト
動
画
の
活
用
も
検
討
す
る

今
ふ
る
さ
と
納
税
は
過
度
な
返

礼
品
競
争
に
よ
り
、
国
に
よ
る

基
準
見
直
し
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

こ
れ
ま
で
梨
な
ど
特
産
品
を
は

じ
め
順
調
に
寄
付
納
付
を
伸
ば

し
て
き
た
。
今
後
は
指
定
基
準
を
遵
守

し
な
が
ら
、
町
内
農
産
物
の
販
売
や
加

工
を
行
う
事
業
者
に
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
フ
ル
ー
ツ

ロ
ー
ド
構
想
や
緑
水
湖
周
辺
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
体
験
型
返
礼
品
の
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
。

南
部
町
の
魅
力
や
応
援
し
て
ほ

し
い
メ
ニ
ュ
ー
の
シ
ョ
ー
ト
動

画
を
活
用
し
発
信
で
き
な
い
か
。

都
市
も
よ
し
、
地
方
も
よ
し
、

国
も
よ
し
と
い
う「
三
方
よ
し
」

と
い
う
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
姿
を
み

す
え
な
が
ら
シ
ョ
ー
ト
動
画
の
活
用
な

ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

白
川

町
長

町
長

動画が
見られます

白川　立真 議員白川　立真 議員
しらかわしらかわ  たつみ たつみ

Ｑ 

通
信
環
境
整
備
と
デ
ジ
タ
ル
格
差
の
解
消

Ａ 

通
信
環
境
の
改
善
に
努
め
る

秋田佐紀子 議員秋田佐紀子 議員
あきたあきた さきこさきこ

動画が
見られます

白
川

Ｑ 

防
災
行
政
無
線

Ａ 

新
た
な
導
入
計
画
は
な
い

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
増
設
と
文
字

表
示
機
能
付
受
信
機
の
導
入
計

画
は
な
い
か
。

現
時
点
で
計
画
は
な
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の

「
C
o
s
u
m
o
C
a
s
t
」
（
コ
ス

モ
キ
ャ
ス
ト
）
の
活
用
や
文
字
放
送
機

能
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

秋
田

町
長

通
信
環
境
整
備
の
現
状
と
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

携
帯
電
話
不
感
地
域
は
八
金
、

久
蔵
、
上
野
、
荻
名
集
落
。
事

業
者
に
地
上
基
地
局
の
拡
充
や
衛
星
通

信
に
よ
る
音
声
通
話
の
早
期
実
装
を
要

望
し
た
。

町
長

秋
田

国
の
補
助
制
度
で
不
感
地
域
の

公
民
館
に
移
動
式
衛
星
通
信
機

の
モ
デ
ル
導
入
は
ど
う
か
。

衛
星
通
信
等
、
最
新
技
術
の
導

入
の
検
討
と
多
様
な
情
報
伝
達

体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

町
長

秋
田

ふるさと寄付のパンフレット



なんぶ議会だより　第 88号７ なんぶ議会だより　第 88号 ６

一般質問

南部町のホームページからも一般質問等の動画が見れます。

令和８年６月定例議会一般質問ダイジェスト
質　問　事　項

1

2

3

4

5

6

1

1

2

1

1

2

3

1

2

1

2

議 員 名 発言時間（分）

【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

令
和
８
年
６
月
議
会
を
終
え
て南

部
町
議
会
議
長

　景
山

　浩

　
６
月
定
例
議
会
は
６

月
５
日
か
ら
17
日
ま
で

の
13
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
皆
様
ご
承
知

の
通
り
、
南
部
町
、
そ

し
て
県
内
各
市
町
村
で

は
地
域
の
次
代
を
担
う

子
ど
も
を
増
や
す
た
め

に
、
様
々
な
子
育
て
支

援
を
講
じ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
先
に
発
表
に
な
っ
た
都
道
府
県
別
出
生
数
の
集
計
結
果
に
お

い
て
は
、
大
き
く
出
生
数
を
伸
ば
し
た
東
京
都
以
外
の
全
て
の
都
道
府
県

で
出
生
数
が
減
少
す
る
と
い
う
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
結
果
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
自
治
体
戦
略
２
０
４
０
に
お
い
て
、
地
方
に
は
地
域
や
産
業
を
支

え
る
人
材
不
足
に
よ
る
未
曾
有
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
事
態
が

現
実
の
も
の
と
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
議
会
で
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て

新
た
な
視
点
か
ら
の
議
論
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
酷
暑
や
大
雨
に
よ
る
被
害
発
生
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
夏
本
番

を
迎
え
ま
す
。
熱
中
症
や
集
中
豪
雨
へ
の
備
え
を
怠
ら
ず
、
元
気
で
安
全

に
こ
の
夏
を
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。

ふるさと納税の今後の対応は

通信環境整備とデジタル格差の解消

防災行政無線

林業整備施策

上下水道の広域化

ひまわり保育園の長期改修計画

中学校のクラブ活動

2033年国スポへの対応は

災害対策

統合保育所建設工事に伴う建設残土処理は

一般廃棄物処理施設の広域化

白川　立真

秋田佐紀子

板井　　隆

加藤　　学

荊尾　芳之

井原　啓明

30

30

30

30

30

30

Ｑ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
の
対
応
は

Ａ 

シ
ョ
ー
ト
動
画
の
活
用
も
検
討
す
る

今
ふ
る
さ
と
納
税
は
過
度
な
返

礼
品
競
争
に
よ
り
、
国
に
よ
る

基
準
見
直
し
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

こ
れ
ま
で
梨
な
ど
特
産
品
を
は

じ
め
順
調
に
寄
付
納
付
を
伸
ば

し
て
き
た
。
今
後
は
指
定
基
準
を
遵
守

し
な
が
ら
、
町
内
農
産
物
の
販
売
や
加

工
を
行
う
事
業
者
に
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
フ
ル
ー
ツ

ロ
ー
ド
構
想
や
緑
水
湖
周
辺
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
体
験
型
返
礼
品
の
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
。

南
部
町
の
魅
力
や
応
援
し
て
ほ

し
い
メ
ニ
ュ
ー
の
シ
ョ
ー
ト
動

画
を
活
用
し
発
信
で
き
な
い
か
。

都
市
も
よ
し
、
地
方
も
よ
し
、

国
も
よ
し
と
い
う「
三
方
よ
し
」

と
い
う
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
姿
を
み

す
え
な
が
ら
シ
ョ
ー
ト
動
画
の
活
用
な

ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

白
川

町
長

町
長

動画が
見られます

白川　立真 議員白川　立真 議員
しらかわしらかわ  たつみ たつみ

Ｑ 

通
信
環
境
整
備
と
デ
ジ
タ
ル
格
差
の
解
消

Ａ 

通
信
環
境
の
改
善
に
努
め
る

秋田佐紀子 議員秋田佐紀子 議員
あきたあきた さきこさきこ

動画が
見られます

白
川

Ｑ 

防
災
行
政
無
線

Ａ 

新
た
な
導
入
計
画
は
な
い

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
増
設
と
文
字

表
示
機
能
付
受
信
機
の
導
入
計

画
は
な
い
か
。

現
時
点
で
計
画
は
な
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の

「
C
o
s
u
m
o
C
a
s
t
」
（
コ
ス

モ
キ
ャ
ス
ト
）
の
活
用
や
文
字
放
送
機

能
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

秋
田

町
長

通
信
環
境
整
備
の
現
状
と
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

携
帯
電
話
不
感
地
域
は
八
金
、

久
蔵
、
上
野
、
荻
名
集
落
。
事

業
者
に
地
上
基
地
局
の
拡
充
や
衛
星
通

信
に
よ
る
音
声
通
話
の
早
期
実
装
を
要

望
し
た
。

町
長

秋
田

国
の
補
助
制
度
で
不
感
地
域
の

公
民
館
に
移
動
式
衛
星
通
信
機

の
モ
デ
ル
導
入
は
ど
う
か
。

衛
星
通
信
等
、
最
新
技
術
の
導

入
の
検
討
と
多
様
な
情
報
伝
達

体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

町
長

秋
田

ふるさと寄付のパンフレット



なんぶ議会だより　第 88号９ なんぶ議会だより　第 88号 ８

一般質問

ひまわり保育園外観

Ｑ 

林
業
整
備
施
策

Ａ 

持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り
の
推
進

る
重
要
な
地
域
資
源
だ
。
持
続
可
能
な

森
林
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

動画が
見られます

板井　隆 議員板井　隆 議員
いたいいたい  たかし たかし

町
の
面
積
の
75
％
は
森
林
で
あ

り
、
大
部
分
が
重
要
里
地
里

山
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
町
の

林
業
整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

本
町
が
目
指
す
森
林
像
は
森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能
が
発
揮

さ
れ
る
健
全
な
森
林
で
す
。
そ
の
実
現

に
向
け
て
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
活

用
し
た
森
林
整
備
の
推
進
、
人
工
林
の

適
切
な
保
育
・
間
伐
・
竹
林
整
備
の
強

化
、
森
林
所
有
者
の
意
向
の
把
握
と
集

積
、
集
約
化
を
進
め
た
い
。

　
森
林
は
水
源
涵
養
、
防
災
、
生
物
多

様
性
保
全
な
ど
、
町
民
の
生
活
を
支
え

板
井

町
長

Ｑ 

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
長
期
改
修
計
画
を

Ａ 

単
独
で
計
画
を
立
て
る
考
え
は
な
い

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
改
修
の
必

要
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
施
設
の
維
持
管
理
を

行
う
中
で
、
ま
ず
子
ど
も
た
ち

の
安
全
確
保
や
日
常
の
保
育
業
務
に
直

接
係
る
箇
所
を
優
先
し
て
、
必
要
に
応

じ
て
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
長
期
修
繕

計
画
を
つ
く
る
こ
と
を
求
め
る
。

南
部
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
基
づ
き
、
令
和
７
年
か

ら
令
和
11
年
の
５
年
間
が
第
２
期
計
画

に
該
当
し
て
い
る
。

　
南
部
町
で
は
公
共
施
設
の
改
修
、
更

新
の
時
期
に
来
て
お
り
、
基
本
計
画
に

基
づ
き
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　
ひ
ま
わ
り
保
育
園
単
独
で
改
修
計
画

を
立
て
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

加
藤

動画が
見られます

加藤　学 議員加藤　学 議員
かとうかとう  まなぶ まなぶ

町
長

加
藤

町
長

Ｑ 

２
０
３
３
年
国
ス
ポ
へ
の
対
応
は

Ａ 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
機
運
の
醸
成
へ

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
契
機
と

す
る
町
民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
と
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
。

来
る
２
０
３
３
年
の
大
会

は
、今
後
、町
内
で
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
や
、
地
域
、
学
校

と
連
携
し
た
機
運
の
醸
成
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
健
康
で

活
力
あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
計
画
的
に
進
め
る
。

競
技
会
場
の
選
定
希
望
に
つ
い

て
問
う
。

現
在
、
県
や
中
央
競
技
団
体

等
で
開
催
競
技
の
選
定
、
会

場
地
の
選
定
基
準
な
ど
具
体
的
な
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
段
階
だ
。

競
技
会
場
と
な
る
か
も
し
れ
な

い
西
伯
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
野

球
場
の
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

建
設
か
ら
40
年
近
く
経
っ
て

い
る
西
伯
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー

ク
野
球
場
は
、
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境

や
大
会
規
模
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
の

施
設
整
備
の
在
り
方
、
対
応
方
針
を
慎

重
に
検
討
す
る
。

荊
尾

動画が
見られます

荊尾　芳之 議員荊尾　芳之 議員
かたらおかたらお  よしゆき よしゆき

Ｑ 

統
合
保
育
所
建
設
工
事
に
伴
う
残
土
処
理
は

Ａ 

盛
土
規
制
法
上
の
渓
流
地
に
は
該
当
し
な
い

井原　啓明 議員井原　啓明 議員
いはらいはら  ひろあき ひろあき

建
設
残
土
処
分
先
の
決
定
に
あ

た
っ
て
、
防
災
重
点
た
め
池
の

福
里
上
池
を
考
慮
し
て
い
た
の
か
。
盛

土
規
制
法
に
お
い
て
上
池
直
下
に
盛
土

が
行
え
る
の
か
問
う
。

福
里
下
池
は
貯
水
機
能
を
失
っ

て
お
り
、
建
設
残
土
の
受
け
入

れ
が
可
能
で
あ
る
と
町
長
の
責
任
で
判

断
し
た
。
盛
土
規
制
法
上
渓
流
地
に
は

該
当
せ
ず
、
法
に
基
づ
く
手
続
き
よ
り

県
の
許
可
を
受
け
て
施
工
を
す
す
め
て

い
る
。

建
設
残
土
処
分
の
下
池
へ
の
盛

土
に
つ
い
て
地
域
住
民
へ
の
説

明
は
、
各
戸
に
十
分
周
知
さ
れ
た
の
か

問
う
。

住
民
説
明
会
は
地
域
の
代
表
者

で
構
成
さ
れ
る
、
天
萬
区
執
行

委
員
会
で
行
い
、
同
意
頂
い
た
。
法
令

上
求
め
ら
れ
る
手
続
き
に
つ
い
て
は
適

切
に
実
施
し
た
。
地
域
の
方
に
は
伝
達

い
た
だ
け
る
と
考
え
て
い
る
。

井
原

町
長

井
原

町
長

動画が
見られます

教
育
長

教
育
長

荊
尾

教
育
長

荊
尾

福里下池

林業作業道
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一般質問

ひまわり保育園外観

Ｑ 

林
業
整
備
施
策

Ａ 

持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り
の
推
進

る
重
要
な
地
域
資
源
だ
。
持
続
可
能
な

森
林
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

動画が
見られます

板井　隆 議員板井　隆 議員
いたいいたい  たかし たかし

町
の
面
積
の
75
％
は
森
林
で
あ

り
、
大
部
分
が
重
要
里
地
里

山
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
町
の

林
業
整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

本
町
が
目
指
す
森
林
像
は
森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能
が
発
揮

さ
れ
る
健
全
な
森
林
で
す
。
そ
の
実
現

に
向
け
て
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
活

用
し
た
森
林
整
備
の
推
進
、
人
工
林
の

適
切
な
保
育
・
間
伐
・
竹
林
整
備
の
強

化
、
森
林
所
有
者
の
意
向
の
把
握
と
集

積
、
集
約
化
を
進
め
た
い
。

　
森
林
は
水
源
涵
養
、
防
災
、
生
物
多

様
性
保
全
な
ど
、
町
民
の
生
活
を
支
え

板
井

町
長

Ｑ 

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
長
期
改
修
計
画
を

Ａ 

単
独
で
計
画
を
立
て
る
考
え
は
な
い

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
改
修
の
必

要
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
施
設
の
維
持
管
理
を

行
う
中
で
、
ま
ず
子
ど
も
た
ち

の
安
全
確
保
や
日
常
の
保
育
業
務
に
直

接
係
る
箇
所
を
優
先
し
て
、
必
要
に
応

じ
て
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
長
期
修
繕

計
画
を
つ
く
る
こ
と
を
求
め
る
。

南
部
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
基
づ
き
、
令
和
７
年
か

ら
令
和
11
年
の
５
年
間
が
第
２
期
計
画

に
該
当
し
て
い
る
。

　
南
部
町
で
は
公
共
施
設
の
改
修
、
更

新
の
時
期
に
来
て
お
り
、
基
本
計
画
に

基
づ
き
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　
ひ
ま
わ
り
保
育
園
単
独
で
改
修
計
画

を
立
て
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

加
藤

動画が
見られます

加藤　学 議員加藤　学 議員
かとうかとう  まなぶ まなぶ

町
長

加
藤

町
長

Ｑ 

２
０
３
３
年
国
ス
ポ
へ
の
対
応
は

Ａ 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
機
運
の
醸
成
へ

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
契
機
と

す
る
町
民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
と
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
。

来
る
２
０
３
３
年
の
大
会

は
、今
後
、町
内
で
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
や
、
地
域
、
学
校

と
連
携
し
た
機
運
の
醸
成
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
健
康
で

活
力
あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
計
画
的
に
進
め
る
。

競
技
会
場
の
選
定
希
望
に
つ
い

て
問
う
。

現
在
、
県
や
中
央
競
技
団
体

等
で
開
催
競
技
の
選
定
、
会

場
地
の
選
定
基
準
な
ど
具
体
的
な
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
段
階
だ
。

競
技
会
場
と
な
る
か
も
し
れ
な

い
西
伯
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
野

球
場
の
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

建
設
か
ら
40
年
近
く
経
っ
て

い
る
西
伯
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー

ク
野
球
場
は
、
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境

や
大
会
規
模
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
の

施
設
整
備
の
在
り
方
、
対
応
方
針
を
慎

重
に
検
討
す
る
。

荊
尾

動画が
見られます

荊尾　芳之 議員荊尾　芳之 議員
かたらおかたらお  よしゆき よしゆき

Ｑ 

統
合
保
育
所
建
設
工
事
に
伴
う
残
土
処
理
は

Ａ 

盛
土
規
制
法
上
の
渓
流
地
に
は
該
当
し
な
い

井原　啓明 議員井原　啓明 議員
いはらいはら  ひろあき ひろあき

建
設
残
土
処
分
先
の
決
定
に
あ

た
っ
て
、
防
災
重
点
た
め
池
の

福
里
上
池
を
考
慮
し
て
い
た
の
か
。
盛

土
規
制
法
に
お
い
て
上
池
直
下
に
盛
土

が
行
え
る
の
か
問
う
。

福
里
下
池
は
貯
水
機
能
を
失
っ

て
お
り
、
建
設
残
土
の
受
け
入

れ
が
可
能
で
あ
る
と
町
長
の
責
任
で
判

断
し
た
。
盛
土
規
制
法
上
渓
流
地
に
は

該
当
せ
ず
、
法
に
基
づ
く
手
続
き
よ
り

県
の
許
可
を
受
け
て
施
工
を
す
す
め
て

い
る
。

建
設
残
土
処
分
の
下
池
へ
の
盛

土
に
つ
い
て
地
域
住
民
へ
の
説

明
は
、
各
戸
に
十
分
周
知
さ
れ
た
の
か

問
う
。

住
民
説
明
会
は
地
域
の
代
表
者

で
構
成
さ
れ
る
、
天
萬
区
執
行

委
員
会
で
行
い
、
同
意
頂
い
た
。
法
令

上
求
め
ら
れ
る
手
続
き
に
つ
い
て
は
適

切
に
実
施
し
た
。
地
域
の
方
に
は
伝
達

い
た
だ
け
る
と
考
え
て
い
る
。

井
原

町
長

井
原

町
長

動画が
見られます

教
育
長

教
育
長

荊
尾

教
育
長

荊
尾

福里下池

林業作業道
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広報常任委員会より

　南部町議会では、広く町民のご意見を南部町議会だよりなどに反映させ、町民に開かれ
た議会運営を推進することを目的に議会広報モニター設置要綱を制定しました。
　議会広報モニターの活動内容は、年２回程度で予定していますモニター会議に出席して
いただき、議会だよりや議会ホームページなどへのご意見をいただきます。
　任期は、1年間となります。

南部町議会広報モニター募集します。
～ あなたの声を議会へ ～

○応募資格　町内に在住、在勤又は在学する方
○活動内容　議会広報委員会とのモニター会議に出席（年２回程度）
○募集期間　令和８年８月25日（火）まで
○募集人数　10人以内
○任　　期　１年間（令和８年10月～令和９年９月）
○謝　　礼　あり
○応募方法　申込書をダウンロードし、必要事項を記入して議会事務局へ持参、
　　　　　　または郵送、ＦＡＸ（0859－66－4806）送信

南部町議会だより 南部町議会YouTube

こちらから
お進みください

住民の声をきく会

令和８年４月12日（日）道河内公民館で「住民の声をきく会」を開催
しました。
議会からは３班　﨏田、滝山、白川、板井が参加しました。

伐株、道河内、武信、
徳長合同

記載した文章は、一部抜粋したご意見です。
意見は事務局からそれぞれの課へ通達しています

◆議会について
●議員定数を減らして、報酬を引き上げてはどうか。

◆農業
●サイレンがなくなって農作業の時間が分からなくなっ
　た。お昼のサイレンだけは再開して欲しい。
●まごころ市へ出品する人は高齢化で品数が少ない。継
　続するためにリース料の支援を考えて欲しい。
●農地などの地域間格差がある。中山間地の小さい農地
　は集約化ができない。

◆公共施設
●中学校のプール跡地の整備はできないか。
●カントリーパーク周辺の整備ができていない。
　雑草だらけ。

◆その他
●振興区からの要望を議員は把握しているか。
●防災無線は耳の聞こえにくい人への対策をして欲しい。

●テノヒラ役場を推奨しているが電波が届かない集落が
　ある。
●徳長鴨部線の側溝の土砂撤去が大変。水路補修で国に
　支援を求めているが予算がないと言われる。

◆空き地対策
●相続されないで草ぼうぼうの空き地、竹林などがある。
　対策を立てて欲しい。

◆避難場所
●下阿賀は全体が土砂災害警戒区域になっている。
　土石流が起きたとき避難場所がない。

◆交通安全
●消防署から丸合までの旧道が抜け道になっている。朝、
　速度を出す車が多い。なんとかならないか。

◆公共施設
●南部町は人口が減っているのに公共施設が多いのでは
　ないか。将来的に、更に人口が減少した場合、公共施
　設を維持して行くと、一人当たりの負担が増えるので
　はないか。

◆その他
●大谷川と用水路が90度にぶつかる所がある。ぶつかる
　角度をゆるくする計画が県からあったが地権者が多く、

　用地買収が進まず、一旦中止になった。その後、どう
　なったのか。４月

議会活動日誌
６月

金

月

火

水

木

月

火

水

月

5

8

9

10

11

15

16

17

29

日 曜日 会議･行事
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
常任委員会
統合保育所建設調査特別委員会⑫
議会全員協議会
議会改革調査特別委員会⑪
常任委員会
議会全員協議会
議会運営委員会
議会全員協議会
広報常任委員会①
定例議会　本会議
鳥取県町村議会議長会 定期総会
西部町村議会議長会連絡会
住民の声をきく会　下阿賀集落

木
月
木

金

日
木
土

水

金
火

2
6
9

10

12
16
18

22

24
28

日 曜日 会議･行事
広報常任委員会②
２か町清掃施設管理組合議会 全員協議会
広報常任委員会③
町内小学校入学式
町内中学校入学式
住民の声をきく会　伐株、道河内、武信、徳長集落
広報常任委員会④
部落解放同盟並びに同和事業推進協議会 定期大会
統合保育所建設調査特別委員会⑪
広報常任委員会⑤
議会行政調査受入れ　伯耆町議会文教民生常任委員会
西部広域行政管理組合議会ごみ処理施設等調査特別委員会

５月

火

火

木
火～水

木

12

19

21
26～27

28

日 曜日 会議･行事
中国横断新幹線（伯備新幹線）整備推進会議総会
議会運営委員会
議会全員協議会
西部広域行政管理組合議会 民生環境常任委員会
全国町村議会議長会正副議長研修会
中国横断自動車道岡山米子線整備推進期成総会
日野川水系改修促進期成同盟会総会

令和８年６月29日（月）下阿賀公民館で「住民の声をきく会」を開催した。
議会からは１班　秋田、加藤、米澤、三鴨、真壁が参加した。下阿賀



なんぶ議会だより　第88号11 なんぶ議会だより　第88号 10

広報常任委員会より

　南部町議会では、広く町民のご意見を南部町議会だよりなどに反映させ、町民に開かれ
た議会運営を推進することを目的に議会広報モニター設置要綱を制定しました。
　議会広報モニターの活動内容は、年２回程度で予定していますモニター会議に出席して
いただき、議会だよりや議会ホームページなどへのご意見をいただきます。
　任期は、1年間となります。

南部町議会広報モニター募集します。
～ あなたの声を議会へ ～

○応募資格　町内に在住、在勤又は在学する方
○活動内容　議会広報委員会とのモニター会議に出席（年２回程度）
○募集期間　令和８年８月25日（火）まで
○募集人数　10人以内
○任　　期　１年間（令和８年10月～令和９年９月）
○謝　　礼　あり
○応募方法　申込書をダウンロードし、必要事項を記入して議会事務局へ持参、
　　　　　　または郵送、ＦＡＸ（0859－66－4806）送信

南部町議会だより 南部町議会YouTube

こちらから
お進みください

住民の声をきく会

令和８年４月12日（日）道河内公民館で「住民の声をきく会」を開催
しました。
議会からは３班　﨏田、滝山、白川、板井が参加しました。

伐株、道河内、武信、
徳長合同

記載した文章は、一部抜粋したご意見です。
意見は事務局からそれぞれの課へ通達しています

◆議会について
●議員定数を減らして、報酬を引き上げてはどうか。

◆農業
●サイレンがなくなって農作業の時間が分からなくなっ
　た。お昼のサイレンだけは再開して欲しい。
●まごころ市へ出品する人は高齢化で品数が少ない。継
　続するためにリース料の支援を考えて欲しい。
●農地などの地域間格差がある。中山間地の小さい農地
　は集約化ができない。

◆公共施設
●中学校のプール跡地の整備はできないか。
●カントリーパーク周辺の整備ができていない。
　雑草だらけ。

◆その他
●振興区からの要望を議員は把握しているか。
●防災無線は耳の聞こえにくい人への対策をして欲しい。

●テノヒラ役場を推奨しているが電波が届かない集落が
　ある。
●徳長鴨部線の側溝の土砂撤去が大変。水路補修で国に
　支援を求めているが予算がないと言われる。

◆空き地対策
●相続されないで草ぼうぼうの空き地、竹林などがある。
　対策を立てて欲しい。

◆避難場所
●下阿賀は全体が土砂災害警戒区域になっている。
　土石流が起きたとき避難場所がない。

◆交通安全
●消防署から丸合までの旧道が抜け道になっている。朝、
　速度を出す車が多い。なんとかならないか。

◆公共施設
●南部町は人口が減っているのに公共施設が多いのでは
　ないか。将来的に、更に人口が減少した場合、公共施
　設を維持して行くと、一人当たりの負担が増えるので
　はないか。

◆その他
●大谷川と用水路が90度にぶつかる所がある。ぶつかる
　角度をゆるくする計画が県からあったが地権者が多く、

　用地買収が進まず、一旦中止になった。その後、どう
　なったのか。４月

議会活動日誌
６月

金

月

火

水

木

月

火

水

月

5

8

9

10

11

15

16

17

29

日 曜日 会議･行事
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
常任委員会
統合保育所建設調査特別委員会⑫
議会全員協議会
議会改革調査特別委員会⑪
常任委員会
議会全員協議会
議会運営委員会
議会全員協議会
広報常任委員会①
定例議会　本会議
鳥取県町村議会議長会 定期総会
西部町村議会議長会連絡会
住民の声をきく会　下阿賀集落

木
月
木

金

日
木
土

水

金
火

2
6
9

10

12
16
18

22

24
28

日 曜日 会議･行事
広報常任委員会②
２か町清掃施設管理組合議会 全員協議会
広報常任委員会③
町内小学校入学式
町内中学校入学式
住民の声をきく会　伐株、道河内、武信、徳長集落
広報常任委員会④
部落解放同盟並びに同和事業推進協議会 定期大会
統合保育所建設調査特別委員会⑪
広報常任委員会⑤
議会行政調査受入れ　伯耆町議会文教民生常任委員会
西部広域行政管理組合議会ごみ処理施設等調査特別委員会

５月

火

火

木
火～水

木

12

19

21
26～27

28

日 曜日 会議･行事
中国横断新幹線（伯備新幹線）整備推進会議総会
議会運営委員会
議会全員協議会
西部広域行政管理組合議会 民生環境常任委員会
全国町村議会議長会正副議長研修会
中国横断自動車道岡山米子線整備推進期成総会
日野川水系改修促進期成同盟会総会

令和８年６月29日（月）下阿賀公民館で「住民の声をきく会」を開催した。
議会からは１班　秋田、加藤、米澤、三鴨、真壁が参加した。下阿賀
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挑戦者たち VOL.15
　昨年10月から、インドネシアから特定
技能実習生として西伯病院で働いてい
ます。将来は介護福祉士資格取得を目
指して頑張るとの決意を語ってくれたお
二人です。

魯山人を思わせる
多彩な趣味を持つ　

　デマワンさん、ユダさんは昨年10
月、インドネシアから特定技能実習生と
して、西伯病院で働いています。
　日本語はまだ慣れませんが、２人の仕
事ぶりは熱心で誠実、本当に頑張ってい
ます。特定技能実習生として、介護福祉
士資格を取得するまでの５年間、西伯病
院での仕事が充実して続けられるよう、
見守っていきます。

【足立正久 病院事業管理者から一言】

デマワン さんデマワン さん
（25歳）（25歳）

ユダ プラタマ さんユダ プラタマ さん
（24歳）（24歳）

日本は介護の先進地だと聞き選んだ。
日本で介護の勉強をすることとなったきっかけは？

仕事には慣れましたか？

将来の夢は？

南部町での生活には慣れましたか？

毎日、患者さんと接し介護をする
ことで楽しく働いています。

丸合での買い物やアパートでの
二人での自炊にも慣れました。

介護の資格を取って母国に帰り、
介護施設を経営したい。

インドネシアでは介護の仕事が
増えると思う。

日本で介護の勉強をすることとなったきっかけは？

仕事には慣れましたか？

将来の夢は？

南部町での生活には慣れましたか？

まだ日本語に慣れないので大変で
すが、病院の皆さんが優しく助
かっています。

慣れましたが、冬の寒さが大変で
した。でも、桜がきれいで感動した。

母国でも介護の仕事をしたい。祖父母、
両親のお世話もしたいと思っている。


